











































ば、以下のようなものがある。姜在淳「新幹会 釜山支会와 地域社会運動」（『지역과 역사』第 1 号、
1996 年）、李松姫「日帝下 釜山地域의 女性運動（1）─ 1920 年代를 中心으로」（『부산사학』第 34
集、1998 年）、同「日帝下 釜山地域의 女性団体에 関한 研究─ 1920 年代를 中心으로」（『国史館論叢』
第 83 集、1999 年）、金勝「韓末・日帝下 東萊地域 民族運動과 社会運動」（『지역과 역사』第 6 号、









































制の構築過程と農村社会変動」（東京大学大学院 博士学位論文）、池秀傑「日帝下 全南 順天地域의 小
作人組合運動과・官僚─有志 支配体制」（『한국사연구』第 96 号、1997 年）、尹海東『支配와 自治』
（역사비평사、2006 年）。
 4 強制併合がなされた 1910 年末時点で 14 万 6147 人だった在朝日本人の総人口は、1920 年末には 34
万 7850 人に急増し、1944 年 5 月の人口調査統計では 71 万 2583 名となった（朝鮮総督府編『統計年報』
各年版、および『1944 年 5 月人口調査結果報告』参照）。









































와 地方権力─韓末・日帝下 釜山의 都市発展과 地方勢力의 形成』（선인、2010 年）に収められてい
る。
 7 居留民団は、1906 年 8 月 15 日、統監府令第 21 号に基づき、朝鮮内の各開港場の日本居留地に設置
された。
 8 この点については、洪淳権「釜山 都市史 研究의 基礎的 検討 ─韓末・日帝初期 在釜日本人의 自治
組織과 政治活動」『釜山의 都市 形成과 日本人들』（선인、2008 年）で詳しく検討した。
